
「
医
心
方
」
巻
五
に
は
、
歯
牙
疾
患
が
治
風
歯
痛
方
第
五
十
七
か

ら
治
断
歯
方
第
六
十
九
ま
で
、
喝
項
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
歯
牙
疾
患
を
そ
れ
ぞ
れ
現
代
病
名
に
比
定
す
る
こ
と

は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
殊
に
風
歯
痛
・
鵬
歯
痛
・
牙
歯
痛
の

三
者
は
病
態
が
近
似
し
、
そ
の
鑑
別
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
諸
病

源
候
論
（
以
下
「
病
源
」
）
・
外
台
秘
要
方
（
以
下
「
外
台
」
）
に
も
こ
の

三
者
は
同
様
に
区
別
さ
れ
、
ま
た
宋
代
の
「
太
平
聖
恵
方
」
に
も
こ

の
病
名
は
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。

三
者
は
ど
の
よ
う
な
疾
患
で
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

「
医
心
方
」
に
お
け
る
病
態
の
説
明
は
「
病
源
」
を
引
用
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
原
典
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。

「
病
源
」
巻
之
二
十
九
、
牙
歯
諸
病
、
牙
歯
痛
候
に
「
牙
歯
痛
者

『
医
心
方
』
に
お
け
る
風
歯
・
齪
歯
。

牙
歯
痛
に
関
す
る
考
察

戸

出

郎

是
牙
歯
相
引
痛
。
牙
歯
是
骨
之
所
終
、
髄
之
所
養
。
手
陽
明
之
支
豚

入
於
歯
。
若
髄
気
不
足
、
陽
明
豚
虚
、
不
能
栄
於
牙
歯
、
為
風
冷
所

傷
、
故
瘻
痛
也
。
又
有
銀
。
食
於
牙
歯
、
則
歯
根
有
孔
、
録
居
其

間
、
又
傳
受
餘
歯
、
亦
皆
癌
痛
、
此
則
針
灸
不
差
、
傳
薬
録
死
乃
痛

止
」
と
あ
る
。

風
歯
候
は
「
手
陽
明
之
支
脈
入
於
歯
。
頭
面
有
風
、
陽
明
之
豚

虚
、
風
乗
虚
随
肱
流
入
於
歯
者
、
則
令
歯
有
風
、
微
腫
而
根
浮
也
。
」

歯
甑
注
候
は
「
手
陽
明
之
支
豚
入
於
歯
。
足
太
陽
豚
有
入
於
頬
遍

於
歯
者
。
其
経
虚
、
風
気
客
之
、
絡
榑
歯
間
、
与
血
気
相
乗
、
則
断

腫
、
熱
気
加
之
、
膿
汁
出
而
臭
。
侵
食
歯
断
。
謂
之
鵬
歯
、
亦
日
風

齪
。
」こ

れ
に
よ
り
三
者
を
比
較
す
れ
ば
、
三
者
に
共
通
す
る
部
分
は
、

①
経
絡
の
流
注
は
手
の
陽
明
の
支
脈
で
あ
る
。
②
陽
明
豚
が
虚
し
た

と
き
風
邪
が
侵
入
す
る
。
こ
の
二
点
で
あ
る
。

三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
点
は
、
①
牙
歯
痛
候
で
は
風
に
冷
が
加

わ
り
、
歯
雛
注
候
で
は
熱
気
が
加
わ
る
こ
と
、
②
風
歯
候
で
は
微
腫

し
根
が
浮
く
。
③
歯
鰯
注
候
で
は
風
が
歯
間
部
で
血
気
と
相
乗
じ
、

歯
断
が
腫
れ
、
熱
を
持
ち
、
排
膿
し
て
臭
く
、
歯
断
は
侵
食
さ
れ

る
。
④
牙
歯
痛
候
に
は
歯
周
組
織
の
病
変
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
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墨
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
銀
が
牙
歯
を
食
い
、
歯
根
に
孔
が
あ
っ

て
そ
の
中
に
墨
が
い
る
。
こ
れ
は
他
の
歯
に
も
渡
っ
て
行
き
み
な
痛

み
だ
す
。
こ
の
場
合
針
灸
で
は
治
ら
な
い
。
薬
を
つ
け
る
と
曇
が
死

ん
で
止
痛
す
る
と
あ
る
。
し
か
し
「
医
心
方
」
に
は
こ
の
部
分
は
引

用
さ
れ
て
い
な
い
。

歯
痛
の
原
因
は
「
素
問
」
に
は
大
寒
（
奇
病
論
）
又
は
寒
（
樛
刺
論
）

と
あ
る
。
「
病
源
」
で
は
風
冷
と
な
っ
て
い
る
。
風
が
寒
を
伴
っ
た

も
の
で
あ
る
。

「
病
源
」
の
牙
歯
痛
候
に
壷
に
よ
る
歯
牙
の
識
蝕
に
よ
っ
て
疹
痛

が
起
る
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ム
シ
バ
に
よ
る
痛
承
で
あ
ろ
う
。

「
病
源
」
で
は
歯
痛
の
原
因
と
し
て
風
冷
と
錘
の
二
つ
を
あ
げ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

風
歯
は
風
邪
が
陽
明
経
に
入
り
、
そ
の
た
め
歯
周
組
織
が
少
し
腫

れ
、
歯
根
が
浮
い
た
状
態
で
あ
る
。
風
は
軽
く
昇
る
性
質
が
あ
り
、

人
体
上
部
、
体
表
を
侵
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
症
状
は
歯

周
炎
で
あ
ろ
う
。

歯
齪
は
歯
槽
膿
瘍
で
あ
ろ
う
。
「
病
源
」
に
壷
の
記
述
は
な
い
が
、

「
医
心
方
」
や
「
外
台
」
の
処
置
内
容
か
ら
み
て
、
ム
シ
バ
か
ら
継

発
し
た
も
の
か
、
又
は
歯
周
病
か
ら
生
じ
た
症
状
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
初
期
の
症
状
で
は
な
い
。

上
述
の
よ
う
に
現
代
医
学
的
に
み
れ
ば
牙
歯
痛
は
ム
シ
バ
に
よ
る

歯
髄
炎
の
痛
み
（
歯
周
炎
を
否
定
で
き
な
い
）
で
あ
り
、
風
歯
は
歯
周

炎
（
歯
髄
炎
や
三
叉
神
経
痛
・
口
内
炎
を
否
定
で
き
な
い
）
で
、
歯
齪
は

ム
シ
バ
又
は
歯
周
病
か
ら
継
発
し
た
歯
槽
膿
瘍
と
思
わ
れ
る
。
三
者

の
区
別
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
を
東
洋
医
学
的
見
地
に
立
っ
て
考
察
す
れ
ば
三
者

の
鑑
別
は
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
東
洋
医
学
で
は
表
裏
・
寒

熱
・
虚
実
・
経
絡
の
変
動
等
に
よ
っ
て
証
を
立
て
て
処
置
を
す
る
。

診
断
に
あ
た
っ
て
は
豚
診
が
重
要
で
あ
る
。
豚
は
寒
な
れ
ば
遅
、
風

は
浮
、
熱
は
数
と
な
る
。
牙
歯
痛
、
風
歯
・
歯
齪
は
い
ず
れ
も
風
邪

に
よ
る
症
候
だ
か
ら
肱
は
浮
で
あ
る
が
、
歯
齪
の
場
合
は
熱
が
加
わ

っ
て
浮
数
と
な
る
。
寒
邪
に
よ
る
豚
は
弦
・
緊
・
遅
と
な
る
が
、
牙

歯
痛
の
場
合
、
弦
・
緊
の
豚
は
よ
く
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

風
邪
に
侵
さ
れ
る
と
頭
痛
や
顔
面
の
腫
脹
が
起
る
が
、
こ
の
よ
う

な
表
症
は
風
歯
に
も
歯
甑
に
も
表
れ
る
。
歯
齪
に
は
血
気
や
熱
気
が

加
わ
る
が
、
本
来
は
風
邪
に
よ
る
病
症
で
あ
る
か
ら
風
歯
と
相
通
じ

る
点
が
あ
る
。
こ
れ
が
風
鰯
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
不
明
確
な
点
は
あ
る
が
、
西
洋
医
学
に
よ
る
説
明
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よ
り
も
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
病
名
を
西
洋
医
学

の
病
名
に
比
定
す
る
場
合
に
は
、
よ
ほ
ど
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
本

来
の
意
義
を
誤
る
恐
れ
が
あ
る
し
、
ま
た
か
え
っ
て
文
意
が
通
じ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
慎
重
な
取
り
扱
い
を
要
す
る
も
の
と
考
え

亨
つ
Ｑ

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

『
医
心
方
』
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
丹
波
康
頼
が
階
・
唐
及
び
そ

れ
以
前
の
中
国
書
二
百
数
部
よ
り
必
要
条
文
を
抽
出
し
て
、
そ
の
構

想
の
も
と
に
三
十
巻
に
分
類
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
存

す
る
『
医
心
方
」
三
十
巻
（
書
陵
部
本
・
安
政
本
）
の
中
に
は
、
中
国

原
典
に
由
来
し
な
い
文
章
や
字
句
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

康
頼
が
原
撰
時
に
挿
入
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
書
き
加

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。一

、
本
文
中
に
あ
る
も
の

１
巻
一
の
諸
薬
和
名
弟
十

２
巻
二
の
巻
首
の
康
頼
撰
文

３
各
巻
の
行
間
お
よ
び
欄
外
に
あ
る
注

４
各
巻
に
あ
る
「
今
案
云
云
」
と
い
う
文

二
、
巻
末
に
あ
る
識
語

三
、
背
記

『
医
心
方
」
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅶ
）

杉
立
義
一
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